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令和 3 年度 英語研修（琉球大学 SD 研修 専門別研修【国際系】） 

実施要領 

 
１．目的： 
  大学のグローバル化が進展する昨今、国際的に活躍できる人材が不可欠である。本研修は、

自学自習への動機付けを図りながら、世界の共通言語である英語の習得を目指すとともに、

段階的に英語運用能力を強化し、本学のグローバル化の推進に寄与する。 
 
２．対象者： 
  業務で英語を必要とする、または国際交流に対して熱意や関心がある常勤職員（技術職員

を含む）のうち所属長（課長、室長、事務長）が推薦する者。なお、語学レベルは問わない

が、英語能力テスト（TOEIC、TOEFL、英語検定試験等）のスコアがある者は提出するこ

と。 
  令和元年度以降の本研修受講者についても対象とするが、応募多数となった場合は、未受

講者を優先する。 
 
３．定員： 
  10 人程度 
 
４．研修内容： 
  英語学習（自学自習）を行い、国際連携推進課が実施する（一財）国際ビジネスコミュニ

ケーション協会（以下 IIBC）の TOEIC® Listening & Reading Test IP テスト（以下 TOEIC® 
L＆R IP テスト）を 2 回（令和 3 年度に 1 回、令和 4 年度に 1 回）受験する。 
詳細については研修シラバスを参照すること。 

 
４．費用 
  TOEIC® L＆R 等の受験料は、大学が負担する。 
 
５．研修期間：令和 3 年 9 月～令和 4 年 6 月 
  〇令和 3 年度 TOEIC® L＆R IP テスト実施予定 

令和 3 年 11 月 

令和 4 年度 TOEIC® L＆R IP テスト実施予定 

令和 4 年 6 月 

 
５．テスト会場： 
  琉球大学千原キャンパス（国際連携推進課が指定する講義室） 
 
７．テスト結果 

受講者本人は、テスト後、IIBC からテスト結果取得通知メールを受信し、テスト結果を確

認する。 
国際連携推進課は、IIBC からテスト結果取得通知メールを受信し、受講者全員のテスト結

果を確認する。 
テスト結果は、SD 研修実施報告資料として、職員課へ報告する。また、台湾拠点短期派

遣の候補者選定の資料とする。 
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６．英語研修（試験）の流れ 

①各学部等及び大学本部各部から国際連携推進課あて受講者を推薦 
②国際連携推進課から各学部等及び大学本部各部へ受講者決定を通知 
③英語学習（自学自習） 
④国際連携推進課から受講者へ日程調整の上、テスト日程確定 
⑤国際連携推進課が IIBC へ受験申込 
⑥国際連携推進課から受講者へテスト日程を通知、IIBC サイトへの受験者情報の登録を依

頼 
⑦受講者本人が国際連携推進課の指定した期日までに IIBC サイトに受験者情報を登録  
⑧受講者本人が国際連携推進課の指定した講義室にて受験 
⑨テスト後、受講者本人が IIBC からテスト結果取得通知メールを受信し、テスト結果を

確認 
⑩国際連携推進課が IIBC からテスト結果取得通知メールを受信し、受講者全員のテスト

結果を確認 
 
７．台湾拠点短期派遣 
  本研修の成績及び勤務状況、能力適性等を総合的に勘案して、本研修受講者を令和 4 年度

開始予定の台湾拠点短期派遣の候補者とする。研修期間は移動を含めて５日間の予定である。 
 

８．その他 
 
【琉球大学 アルクネットアカデミー】 

本英語研修の受講者に限らず、本学職員は受講可能であるが、事前登録が必要である。事

前登録については、国際教育センター外国語ユニットまで問い合わせること。 
 

国際教育センター外国語ユニット（共通教育棟 4 号館 3F）内線：8843 
E-Mail： lab@jim.u-ryukyu.ac.jp 

 
琉球大学 アルクネットアカデミー 特設サイト 
http://www.ged.u-ryukyu.ac.jp/flu/anet 

 
 


